保育専攻学生の病児保育観に関する一研究--保育所における病児保育についての意識調査より by 黒沼 茉未
図 1　育児支援策で期待するもの
































A Study of Childcare Student’s Views on a Sick Child Care































A 県内の保育専門学校に通う学生 53 名に自記
式質問紙調査を行う。内訳は 1 年生 21 名（女子
10 名、男子 11 名）、2 年生 32 名（女子 26 名、男
子 6 名）である。直接質問紙を配布し、自由記述
が十分に書けるように学生の様子を見てから回収

























































答えてもらった。詳しくは下記の図 3、表 1 の通
りである。
















知っている（人） （％） 知らない（人） （％）
①かぜ 21 100.0 0 0.0
②麻疹（はしか） 14 66.7 4 33.3
③風疹（3 日はしか） 11 52.4 4 47.6
④気管支喘息（喘息） 10 47.6 5 52.4
⑤水痘（水ぼうそう） 17 81.0 2 19.0
⑥流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 16 76.2 2 23.8
⑦咽頭結膜熱（プール熱） 6 28.6 15 71.4
⑧糖尿病 13 61.9 8 38.1
⑨伝染性紅斑（りんご病） 12 57.1 9 42.9
⑩手足口病 7 33.3 14 66.7
⑪膿化疹（とびひ） 8 38.1 13 61.9
⑫アトピー性皮膚炎 17 81.0 4 19.0
⑬食物アレルギー 14 66.7 7 33.3
⑭熱性けいれん 9 42.9 12 57.1
表 1 － 1　第 1 学年
表 1 質問（1）以下の病気について、どのような症状が出るか知っているか
知っている（人） （％） 知らない（人） （％）
①かぜ 32 100.0 0 0.0
②麻疹（はしか） 28 87.5 7 12.5
③風疹（3 日はしか） 28 87.5 10 12.5
④気管支喘息（喘息） 27 84.4 11 15.6
⑤水痘（水ぼうそう） 30 93.8 4 6.3
⑥流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 30 93.8 5 6.3
⑦咽頭結膜熱（プール熱） 15 46.9 17 53.1
⑧糖尿病 25 78.1 7 21.9
⑨伝染性紅斑（りんご病） 27 84.4 5 15.6
⑩手足口病 15 46.9 17 53.1
⑪膿化疹（とびひ） 21 65.6 11 34.4
⑫アトピー性皮膚炎 28 87.5 4 12.5
⑬食物アレルギー 22 68.8 10 31.3
⑭熱性けいれん 13 40.6 19 59.4
表 1 － 2　第 2 学年
知っている（人） （％） 知らない（人） （％）
①かぜ 53 100.0 0 0.0
②麻疹（はしか） 42 79.2 11 20.8
③風疹（3 日はしか） 39 73.6 14 26.4
④気管支喘息（喘息） 37 69.8 16 30.2
⑤水痘（水ぼうそう） 47 88.7 6 11.3
⑥流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 46 86.8 7 13.2
⑦咽頭結膜熱（プール熱） 21 39.6 32 60.4
⑧糖尿病 38 71.7 15 28.3
⑨伝染性紅斑（りんご病） 39 73.6 14 26.4
⑩手足口病 22 41.5 31 58.5
⑪膿化疹（とびひ） 29 54.7 24 45.3
⑫アトピー性皮膚炎 45 84.9 8 15.1
⑬食物アレルギー 36 67.9 17 32.1
⑭熱性けいれん 22 41.5 31 58.5























④気管支喘息 ・病院へ行く ・背中をさする ・必要なら吸入
⑤水痘 ・病院へ行く ・患部をかかない ・薬を塗る




















































は、1 年生は 1 日の保育園実習を終えており、2
年生は 2 週間の保育園実習、施設実習を終えてい
る。1 年生で病児との関わりがあったと答えたの
は 21 人中 1 人、約 4.8％の学生でどのような病気
をもっていたかは「分からない」と答えていた。








尋ねた。表 3 のように 1 年生では賛成と答えた学
生が 7 人、反対が 2 人、どちらとも言えないとい
う回答が 12 人であった。2 年生では賛成と答え





1 年生 　7 人（33.3％） 2 人（9.5％） 12 人（57.1％）
















































いて尋ねた。図 4 に示すように「1 不安はある」、
「2 多少ある」、「3 あまりない」、「4 不安はない」
の 4 項目のうち、1 年生は「1 不安はある」が 8
人、「2 多少ある」が 11 人、「3 あまりない」が 2
人であった。2 年生は 1、2、3、4 の順にそれぞ
れ 13 人、11 人、5 人、3 人であった。1 年生で
「4 不安はない」と答えたものはいなかったが、2









てもらった。図 5 に示すように「1 賛成」と答え
たのは 1 年生で 6 人、2 年生で 7 人、「2 反対」と
答えたのは 1 年生で 1 人、2 年生で 6 人、「3 どち
らとも言えない」と答えたのは、1 年生で 14 人、








































すように「1 賛成」と答えたのは 1 年生で 8 人、
2 年生で 4 人、「2 反対」と答えたのは 1 年生 1
人、2 年生で 9 人、「3 どちらとも言えない」と答






た。しかし 2 年生では賛成と答えたものは 3 人




成」から「3 どちらでもない」に 2 人移り、「2 反
対」へ 1 人移っていた。また「3 どちらでもない」





ていたが、表 7 に示す記述をして「1 賛成」に変
わっていた。また 2 年生では質問（6）で「1 賛
成」と回答し「仕事で見れない親がいる」、「子ど






















































均点が 3.2 点であった。それに対して 2 年生の平
均は 3.1 点で差はあまりなかった。また合計点の
平均点は 1 年生が 35.6 点、標準偏差が 6.1 点であ
った。2 年生は合計点の平均点は 33.6 点、標準偏
差が 6.7 点であった。1、2 年生ともに得点が高い














































その結果、1 年生は合計平均点は 48.7 点で 1 項目
あたりの平均点は 3.2 点であった。それに対して
2 年生の合計平均点は 47.6 点で 1 項目あたりの












































































































の得点は 2.8 点と 2.5、2.9 点と、平均点より低く
出ていた。また質問（10）の保育者効力感も 2 人

























































































































































































































































































































































































































質問紙 3 ／ 4
（8）保育園で子どもの体調が悪化した場合、子どものお迎えまでの間の対応で不安なことは何か考えられますか。
（9）以下の事柄への対応について、自信の程度に○をつけてください。
ある ある程度ある どちらとも言えない あまりない ない
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
① 日常の健康観察
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
② 子どもの体調の判断
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
③ 発熱時の対応
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
④ 薬の飲ませ方、管理
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑤ 投薬前後の観察
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑥ 運動会やプール遊びの際の病児の観察
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑦ 保護者からの病気に関する質問
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑧ 病児の全把握
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑨ 病児に関する他職員との連携
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑩ 病児に関する保護者との連携
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
⑪ 健康管理についての知識と技術の行使
5 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1









5 4 3 2 1
１．私は、子どもにわかりやすく指導することができると思う。
5 4 3 2 1
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質問紙 4 ／ 4
２．私は、子どもの能力に応じた課題を出すことができると思う。
5 4 3 2 1
３．私が一生懸命努力しても、登園をいやがる子どもをなくすことはできないと思う｡
5 4 3 2 1
４．保育プログラムが急に変更された場合でも、私はそれにうまく対処できると思う。
5 4 3 2 1
５．私は保育者として、クラスのほとんどの子どもが理解できるように働きかけることは無理であると思う。
5 4 3 2 1
６．私は、クラスの子ども 1 人 1 人の性格を理解できると思う。
5 4 3 2 1
７．私が、やる気のない子どもにやる気を起こさせることは、むずかしいと思う。
5 4 3 2 1
８．私は、どの年齢の担任になっても、うまくやっていけると思う。
5 4 3 2 1
９．私のクラスにいじめがあったとしても、うまく対処できると思う。
5 4 3 2 1
10．私は、保護者に信頼を得ることができると思う。
5 4 3 2 1
11．私は、子どもの状態が不安定な時にも、適切な対応ができると思う。
5 4 3 2 1
12．私は、クラス全体に目をむけ、集団への配慮も十分できると思う。
5 4 3 2 1
13．私は、1 人 1 人の子どもに適切な遊びの指導や援助を行えると思う。
5 4 3 2 1
14．私は、園で子どもに基本的生活習慣を身につけさせることはなかなかむずかしいと思う。
5 4 3 2 1
15．私は、子どもの活動を考慮し、適切な保育環境（人的、物的）に整えることに十分努力できると思う。
5 4 3 2 1
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